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１ 都城学校教育ビジョン 

  すぐれた知性をもち心豊かでたくましい、ふるさと都城を愛する人間力あふれた児童生徒の 

 育成 

２ 都城市教育研究所の概要 

（１）所在地 

     宮崎県都城市姫城町 6 街区 21 号（都城市役所南別館３階） 

（２）事務局 

     宮崎県都城市姫城町 6 街区 21 号（都城市教育委員会学校教育課内） 

（３）沿 革 

     昭和３９年 ４月 １日    都城市教育研究所開設 

                          都城市教育研究所条例制定 

                          都城市教育研究所条例施行規則制定 

      昭和４１年１２月２２日    教育研究室設置（大王町家庭学院内） 

      昭和４２年 ３月３１日    都城市教育研究所条例施行規則改正 

      昭和４６年１０月 ８日    都城市立図書館内に設置 

      昭和５９年 ２月２７日    都城市教育研究所創立 20 周年記念行事開催 

     平成 ８年 ４月 １日  都城市教育研究所施行規則改正 

平成１３年 ４月１１日  現所在地（市役所南別館３階）に設置 

（４）都城市教育研究所条例（平成18年１月１日 条例第264号） 

（設置） 

第１条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第30条の

規定に基づき、教育に関する専門的及び技術的事項の研究並びに市立学校教職員の

研修を行うため、都城市教育研究所（以下「研究所」という。）を設置する。 

（位置） 

第２条 研究所は、都城市教育委員会事務局内に置く。 

（職員） 

第３条 研究所に所長その他必要な職員を置く。 

（事業） 

第４条 研究所の行う事業は、次のとおりとする。 

(１) 教育に関する資料の収集及び研究 

(２) 研究会、講演会、講習会等の開催 

(３) 教育に関する研究記録、機関紙等の刊行 

(４) 教育に関する紹介及びあっせん 

(５) 前各号に掲げるもののほか、教育に関する研究及び研修に必要な事項 

（委任） 

第５条 この条例の施行について必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

この条例は、平成18年１月１日から施行する。 



（５）都城市教育研究所条例施行規則（平成18年１月１日 都教委規則第21号） 

 

（職員） 

第１条 都城市教育研究所（以下「研究所」という。）に次に掲げる職員を置く。 

(１) 所長 

(２) 次長 

(３) 主事 

(４) 事務職員 

(５) 研究所員及び研究員 

２ 所長は、非常勤とし、都城市教育委員会（以下「教育委員会」という。）が任命する。 

３ 次長は学校教育課長をもって充て、主事及び事務職員は学校教育課の職員をもって充て

る。 

（職務） 

第２条 所長は、教育長の命を受け、所務を統括し、職員を監督する。 

２ 次長は、所長を補佐し、所長に事故があるとき、又は、所長が欠けたときは、その職務

を代行する。 

３ 主事は、上司の命を受け、研究所の企画運営の任に当たる。 

４ 事務職員は、上司の命を受け、事務その他の所務に従事する。 

（研究所員及び研究員） 

第３条 研究所員及び研究員は、市立学校の教育職員のうちから教育委員会が委嘱する。 

２ 研究所員及び研究員は、所長の命を受け研究に従事する。 

３ 研究所員及び研究員の任期は、１年とする。ただし、補充研究所員及び補充研究員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

（報告） 

第４条 所長は、次の事項について教育委員会に報告しなければならない。 

(１)  前年度の研究結果 

(２) 教育委員会において事実を予知しておく必要があると認める事項 

（準用） 

第５条 文書の取扱い、公印の保管、職員の服務等については、教育委員会事務局の例によ

る。 

（補則） 

第６条 この規則に定めるもののほか、研究所に関し必要な事項は、所長が定める。 

附 則 

この規則は、平成18年１月１日から施行する。 

 

（６）運営機構 

 

    （諮問委員会）                        研究部 

 

       所 長    次 長    主 事     研究所員      研修部 

 

                                  編集部                            

庶務・会計 



（７）教育研究所職員 

職 名 氏 名 所 属 発 令 備 考 

所 長 曽 原 良 平 都城市教育研究所 R 4. 4. 1 会 計 年 度 任 用 

次 長 山 内 昭 弘 都城市学校教育課 R 4. 4. 1 学 校 教 育 課 長 

主 事 加治屋 輝 昭 都城市学校教育課 R 5. 4. 1 学校教育課副課長 

主 事 中 村  英多朗 都城市学校教育課 R 5. 4. 1 指 導 主 事 

主 事 日 髙 太 志 都城市学校教育課 R 3. 4. 1 指 導 主 事 

主 事 加治屋 誠 朗 都城市学校教育課 R 3. 4. 1 指 導 主 事 

主 事 瀬 川 和 美 都城市学校教育課 R 3. 4. 1 指 導 主 事 

主 事 多 田   宏 都城市学校教育課 R 4. 4. 1 指 導 主 事 

主 事 古 田 健 一 都城市学校教育課 R 4. 4. 1 指 導 主 事 

主 事 甲 斐 裕 之 都城市学校教育課 R 4. 4. 1 指 導 主 事 

主 事 黒 田 勝 彦 都城市学校教育課 R 5. 4. 1 指 導 主 事 

事務職員 篠 塚   藍 都城市学校教育課 H29. 4.10 会 計 年 度 任 用 

研究所員 原     圭 史 都城市立南小学校 R 2. 4. 1 主任 研究部 ＩＣＴ班 

研究所員 矢 野  善 隆 都城市立高崎中学校 R 4. 4. 1 研究部長 国語科班 

研究所員 向 井   永 吉 都城市立丸野小学校 R 4. 4. 1 研究部 国語科班長 

研究所員 本 薗 理 子 都城市立白雲小・中学校 R 4. 4. 1 研究部 算数・数学科班長 

研究所員 山 田   駿 都城市立明道小学校 R 5. 4. 1 研究部 ＩＣＴ班長 

研究所員 大 迫    伸 都城市立祝吉小学校 R 5. 4. 1 研究部 算数・数学科班 

研究所員 赤 木 惇 一 都城市立山之口小学校 R 5. 4. 1 編集部長 国語科班 

研究所員 井 手 省 吾 都城市立西小学校 R 5. 4. 1 編集部 算数・数学科班 

研究所員 萩 原  慶  季 都城市立東小学校 R 5. 4. 1 編集部 ＩＣＴ班 

研究所員 森    瑞 樹 都城市立妻ケ丘中学校 R 5. 4. 1 研修部長 算数・数学科班 

研究所員 浜 松 泰 光 都城市立祝吉中学校 R 5. 4. 1 研修部 国語科班 

研究所員 白 尾  佳 資 都城市立西中学校 R 5. 4. 1 研修部 ＩＣＴ班 

（８）教育研究所刊行物等 

  ●教育研究所要覧（年１回）     ●研究所だより（年２回）  ●都城の教育（研究紀要 年１回） 

 ●都城市教育研究所ホームページ   ●Web サイト「ギガっど！ みやこんじょ」（随時） 

●教育研究所通信（年間１０回程度）  ●明日使えるＩＣＴ活用術（随時） 



（９）研究の概要 

Ⅰ 研究主題 

  

子どもたちの未来に向かい、学ぶ意欲を高め、確かな学力の向上を目指す授業の創造 

     ～ICT を活用した個別最適な学びと協働的な学びの工夫～ 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

 情報化やグローバル化の「Society5.0」の時代の到来、新型コロナウィルスの感染拡大など先行き不透明

で予測困難な急激に変化する時代の中で、一人一人の児童生徒が自分のよさや可能性を認識するとともに、

あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら、様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り開き、持続可能な社会の創り手となることが求められている。 

 このような中、令和３年１月の中央教育審議会答申において、個に応じた指導を一層重視し、指導方法や

指導体制の工夫改善を行い、ＧＩＧＡスクール構想の実現によるＩＣＴ環境の活用、及び少人数によるきめ

細やかな指導体制の整備、「主体的・対話的で深い学び」を実現していくことが提言された。 

 本研究所においては、昨年度から３か年計画で「学ぶ意欲」、「主体的・対話的で深い学び」、「個別最

適な学び」、「協働的な学び」をキーワードに、授業改善や学習指導の在り方を究明する研究に取り組んで

いる。 

 今年度は、単元縦断×教科横断を意識した授業づくりの視点を取り入れた研究を具体的に進めることによ

って主題に迫るとともに、都城学校教育ビジョンの具現化につなげようと考えた。 

 

Ⅲ 目指す児童生徒像 

  「わかる」「できる」喜びを実感するとともに、学びを生活に生かそうとする児童生徒 

 

Ⅳ 研究の目的 

 1 「学ぶ意欲を高める」ために 

 国語科は問いのもたせ方の工夫、算数・数学科は深い学びを促す学習方法の工夫を手立てとして、授業

実践研究を進めることによって目指す児童生徒像である「わかる」「できる」喜びを実感させたい。それが、

新たな学びのきっかけとなり、学ぶ意欲を高めることにつながると考える。 

 

 2 「確かな学力の向上」ために 

 国語科では、昨年度から引続きＩＯＲ学びのサイクルモデルをベースとして単元縦断の考えを意識しな

がら子どもの問いを生かした深い学びにつなげること、算数・数学科では、導入場面で問いをもたせるた

めの課題（単元の課題）を提示することで単元縦断の考えを意識し、知識構成型ジグソー法や思考ツール

を活用しながら「主体的・対話的で深い学び」の実現をねらうことで、児童生徒像にある「学びを生活に生

かそうとする」姿に迫っていきたい。また、教科横断につながるＩＣＴ活用の在り方について明らかにし、

他の単元や他教科でも活用できる基礎的な力を引き上げていくことにつながると考える。 

 １・２においてＩＣＴ活用の視点も導入し、目的に応じた１人１台端末の利活用についても模索する。

また、子どもが主役の授業を目指し、都城市の「わ」「さ」「び」の視点も取り入れて研究を進める。



V 研究構想図 
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（１０）開設以来の研究テーマと研究紀要       ＊ 仮名遣い等、一部修正済み。 

年 度 研  究  主  題 研究紀要 

昭和39 自主性を生かした家庭学習 第 １号 

昭和40 能力差を考慮した学習指導 第 ２号 

昭和41 自発性を育てるための学習指導 第 ３号 

昭和42 思考力を育てる学習指導 第 ４号 

昭和43 学習過程における評価 第 ５号 

昭和44 測定結果をどのように解釈し活用するか。 第 ６号 

昭和45 児童生徒の能力・適正を把握するための諸調査・検査のあり方 第 ７号 

昭和46 能力・適性の把握とその指導 第 ８号 

昭和47 一人一人を伸ばす学習指導 ～学習の個別化～ 第 ９号 

昭和48 一人一人を伸ばす学習指導 ～個別化の実践研究～ 第１０号 

昭和49 一人一人を伸ばす学習指導 ～学級経営と個別化～ 第１１号 

昭和50 一人一人を伸ばす学習指導 

 ～学習意欲を高めるための実践的研究～ 

第１２号 

昭和51 望ましい学習環境の形成をめざす学級経営 

 ～人的環境の整備に関する基礎的研究～ 

第１３号 

昭和52 望ましい学習環境の形成をめざす学級経営 
 ～人的環境の整備に関する実践的研究～ 

第１４号 

昭和53 学校教育目標の具現化をめざす学級経営 ～基礎的研究～ 第１５号 

昭和54 学校教育目標の具現化をめざす学級経営 ～実践的研究～ 第１６号 

昭和55 豊かな人間性を育てるための創意を生かした教育活動の研究 

 ～基礎的研究～ 

第１７号 

昭和56 豊かな人間性を育てるための創意を生かした教育活動の研究 
 ～実践的研究～ 

第１８号 

昭和57 評価を生かした学習指導の開発  ～基礎的研究～ 第１９号 

昭和58 評価を生かした学習指導の開発 ～実践的研究～ 第２０号 

昭和59 評価を生かした学習指導の開発 ～個別化指導のための工夫～ 第２１号 

昭和60 自ら学ぶ力を育てる学習指導法の研究  ～基礎的研究～ 第２２号 

昭和61 自ら学ぶ力を育てる学習指導法の研究 ～実践的研究～ 第２３号 

昭和62 自ら学ぶ力を育てる学習指導法の研究 

 ～教科の特性を生かした具体的対策～ 

第２４号 

昭和63 

 

都城市における学校教育へのパーソナルコンピューターの導入と 

その活用法 ～基礎的研究～ 

第２５号 

 

平成元  

 

都城市における学校教育へのパーソナルコンピューターの導入と 

その活用法 ～学習効果を高める活用のあり方～ 

第２６号 

 

平成２  

 

都城市における学校教育へのパーソナルコンピューターの導入と 

その活用法 ～パソコンの特性を生かした学習指導のあり方～ 

第２７号 

 

平成３ 個性化教育をめざした学習指導法の研究 ～基礎的研究～ 第２８号 

平成４  個性化教育をめざした学習指導法の研究 

 ～個性を生かした授業の実践～ 

第２９号 

平成５  個性化教育をめざした学習指導法の研究 

 ～個性を生かした授業のモデル化～ 

第３０号 

平成６  

 

新しい学力観に立つ授業の創造 
～基礎・基本を重視し、学習の自立化を図る指導と評価の工夫～ 

第３１号 

 

平成７  

 

新しい学力観に立つ授業の創造        
～自己学習力の育成をめざし、基礎・基本の定着を図る指導と評価の工夫～ 

第３２号 

 

平成８  

 

 

●新しい学力観に立つ授業の創造と展開       （学習指導研究班） 
～自ら考え、判断する力を培い、自己学習力の育成を図る指導の工夫～ 

●豊かな心と望ましい人間関係を育てる生徒指導  （生徒指導研究班） 

～自己指導能力の育成をめざして～ 

第３３号 

 



平成９  

 

●新しい学力観に立つ授業の創造と展開      （学習指導研究班） 

～自ら問題を見つけ、自ら考え判断する力の育成を図る指導の工夫～ 

第３４号 

 

 ●豊かな心と望ましい人間関係を育てる生徒指導  （生徒指導研究班） 

～自己指導能力の育成をめざして～ 

 

平成10 

 

●新しい学力観に立つ授業の創造と展開      （学習指導研究班） 

～自ら問題を見つけ、自ら考え判断する力の育成を図る指導の工夫～ 

●豊かな心と望ましい人間関係を育てる生徒指導  （生徒指導研究班） 
～自己指導能力の育成をめざして～ 

第３５号 

 

平成11 

 

 

●生きる力をはぐくむ授業の創造と展開       （学習指導研究班） 
～情報教育機器の活用を通して～ 

●生きる力をはぐくむ生徒指導          （生徒指導研究班） 

～生徒指導の機能をふまえた指導体制の確立を通して～ 

第３６号 

 

 

平成12 

 

 

●生きる力をはぐくむ授業の創造と展開      （学習指導研究班） 

～情報教育機器の活用を通して～       

●生きる力をはぐくむ生徒指導          （生徒指導研究班） 
～生徒指導の機能をふまえた指導体制の確立を通して～ 

第３７号 

平成13 

 

 

●生きる力をはぐくむ授業の創造と展開      （学習指導研究班） 

～情報教育機器の活用を通して～ 

●生きる力をはぐくむ生徒指導          （生徒指導研究班） 
～生徒指導の機能をふまえた指導体制の確立を通して～ 

第３８号 

 

平成14 

 

●確かな学力の定着を図る学習指導の研究     （学習指導研究班） 
～個に応じた指導と評価の工夫を通して～ 

●「心の居場所」となる学級作りに関する研究   （生徒指導研究班） 

～教育活動全体における生徒指導の機能を生かした指導を通して～ 

第３９号 

 

平成15 

 

●確かな学力の定着を図る学習指導の研究     （学習指導研究班） 
～個に応じた指導と評価の工夫を通して～ 

●「心の居場所」となる学級作りに関する研究   （生徒指導研究班） 

～日常の教育活動における望ましい人間関係の醸成を図る指導を通して～ 

第４０号 

 

平成16 

 

●確かな学力の育成を図る学習指導の充実・改善（学習指導研究班） 
～「分かる授業」の構築による学習意欲の向上を目指して～ 

●「だいじょうぶ・できる」と言える子どもの育成を図る生徒指導 

の研究                   （生徒指導研究班） 

～仲間とともに体験し、見つめ合う活動を通して～ 

第４１号 

 

平成17 

 

児童生徒の考える力を高め、確かな学力を身に付ける授業づくり 

～発問を中心とした授業改善を目指して～ 

第４２号 

 

平成18 

 

児童生徒の思考力を高める、発問の構成を中心とした授業づくり 

の研究 

～国語科と道徳の時間の指導を通して～ 

第４３号 

 

平成19 

 

 

 

●基礎・基本を確実に身につけさせる学習指導方法の研究 

   （学習指導研究班） 

～授業力の向上を目指した実践を通して～ 

●望ましい人間関係を育成する学年・学級経営の在り方 

     （生徒指導研究班） 
～配慮を要する児童・生徒に対する関わり方の工夫・改善を通して～ 

第４４号 

 

 

 

平成20 

 

 

 

●基礎・基本を確実に身に付けさせる学習指導方法の研究 

   （学習指導研究班） 
～授業力の向上を目指した実践を通して～ 

●望ましい人間関係を育成する学年・学級経営の在り方の実践研究 

（生徒指導研究班） 
～配慮を要する児童生徒に対する関わり方の工夫・改善を通して～ 

第４５号 

 

 

 

平成21  生きる力をはぐくむ授業の展開 
  ～自己学習力を育てる指導の工夫～ 

第４６号 

平成22 生きる力をはぐくむ授業の展開  ～自己学習力を育てる指導の工夫～ 第４７号 



平成23 

 

 思考力・判断力・表現力をはぐくむ授業の展開 

～各教科等における言語活動の充実を図る授業の工夫を通して～ 

第４８号 

  

平成24 

 

 思考力・判断力・表現力をはぐくむ授業の展開 

～各教科等における言語活動の充実を図る授業の工夫を通して～ 

第４９号 

  

平成25 

 

 思考力・判断力・表現力をはぐくむ授業の展開 
～伝え合い、深め合う授業を目指して～ 

第５０号 

  

平成26 

 

 知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成を図る指導方法の研究 
～習得と活用の関連を図る学習指導を通して～ 

第５１号 

  

平成27 

 

  知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力の育成を図る指導方法の研究 

～主体的・協働的な学び合いを育む算数科・数学科学習指導の工夫を通して～ 

第５２号 

 

平成28 

 

  主体的・協働的に学びに向かう児童生徒の育成 

～「思考・判断・表現を伴う学び合い」の質を高める指導の工夫を通して～ 

第５３号 

 

平成29 

 

 「学ぶ意欲」を高め、確かな学力の向上を目指す指導の工夫 

～児童生徒一人一人に自分の考えをもたせる授業づくりを通して～ 

第５４号 

 

平成30 

 

「学ぶ意欲」を高め、確かな学力の向上を目指す授業の創造 

～児童生徒一人一人が必要感をもち、共に学び合う授業づくり（国語科、算

数・数学科）をとおして～ 

第５５号 

平成31 

(令和元年) 
「学ぶ意欲」を高め、確かな学力の向上を目指す授業の創造 

目指す児童生徒像：「分かる」「できる」喜びを実感するとともに、

学びを生活に生かそうとする児童生徒 

「 都 城 の

教育」 

№１ 

令和 2 「学ぶ意欲」を高め、確かな学力の向上を目指す授業の創造 

目指す児童生徒像：「分かる」「できる」喜びを実感するとともに、

学びを生活に生かそうとする児童生徒 

「 都 城 の

教育」 

№２ 

令和 3 「学ぶ意欲」を高め、確かな学力の向上を目指す授業の創造 

目指す児童生徒像：「分かる」「できる」喜びを実感するとともに、

学びを生活に生かそうとする児童生徒 

「 都 城 の

教育」 

№３ 

令和 ４ 子どもたちの未来に向かい、学ぶ意欲を高め、確かな学力の向上を目指す授業の創造 

～ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びの工夫～ 

「 都 城 の

教育」 

№４ 

令和 ５ 子どもたちの未来に向かい、学ぶ意欲を高め、確かな学力の向上を目指す授業の創造 

～ICTを活用した個別最適な学びと協働的な学びの工夫～ 

「 都 城 の

教育」 

№５予定 

 



要覧の送付先一覧

教育研究所　要覧・だより　送付先 敬称略

■

郵便番号 住所 宛名１ 宛名２ 冊数

1 8800803 宮崎市旭1丁目4-1 宮崎市教育情報研修センター 1

2 8801192 東諸県郡国富町大字本庄4800 国富町教委内 国富町教育研究センター 1

3 8878585 日南市中央通1丁目1番地１ 日南市教委内 日南市教育研究所 1

4 8800001 串間市大字西方5550 串間市教委内 串間市教育研究所 1

5 8891995 三股町五本松8番地１ 三股町教委内 三股町教育研究所 1

6 8860004 小林市大字細野300番地 小林市教委内 小林市教育研究センター 1

7 8894292 えびの市大字栗下1292 えびの市教委内 えびの市教育研究センター 1

8 8894412 西諸県郡高原町西麓899 高原町教委内 高原町教育研究所 1

9 8818501 西都市聖陵町2丁目1番地 西都市教委内 西都市教育研究センター 1

10 8840006 児湯郡高鍋町大字上江１１３８番地 高鍋町教委内 高鍋町教育研究所 1

11 8828686 延岡市東本小路２－１ 延岡市教委内 延岡市学校教育研修所 1

12 8838555 日向市本町10-5 日向市教委内 日向市教育研究所 1

13 8890611 東臼杵郡門川町大字尾末６２７０ 五十鈴小学校内 門川町教育研究所 1

14 8800835 宮崎市阿波岐原町前浜４２７６番地７２９ 宮崎県教育研修センター 1

■ 県

1 南部教育事務所 1

■

1 教育長 児玉　晴男 1

2 教育委員 赤松　國吉 1

3 教育委員 岡村　夫佐 1

4 教育委員 中原　正暢 1

5 教育委員 宮田　若奈 1

6 教育部長 黒木　有美子 1

7

■ 学校

1 市内小中学校 ×１ 54

2 8850033 都城市妻ヶ丘町２７－１５ 都城泉ヶ丘高等学校附属中学校 1

3 8850035 都城市立野町３７６４－１ 南九州大学都城キャンパス 人間発達学部長 1

■ 関係職員他

1 教育委員会各課（学校教育課を除く）
教育総務課・生涯学習課・青少年セ

ンター・美術館・島津邸
5

2 教育研究所 事務局職員 12

3 教育研究所 所員 12

4 教育研究所 聴講生 3

5

1 次年度委嘱状交付式用 20

1 保管（予備） 31

合計 160

教育研究機関

教育委員会教育長他
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№ 学校名 研　究　主　題 副　　題

1 明道小 確かな学力の育成と安心安全な学級づくり ～効果的なＩＣＴの利活用を通して～

2 南小 主体的に学び、確かな学力を身に付けた児童・生徒の育成 ～ICTを効果的に活用した授業改善と組織的な取組を通して〜

3 大王小 「主体的・対話的で深い学び」を実現する児童の育成 〜ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりを通して～

4 東小 主体的に自分の考えを伝え、共に学び合う児童・生徒の育成 ～ICTを効果的に活用した授業の改善を通して～

5 上長飯小 主体的に自分の考えを伝え、共に学び合う児童の育成 ～１人１台端末を活用した個別最適な学びと協働的な学びの一体化をめざして～

6 五十市小 自ら学びに向かう子どもの育成 ～「メンター方式」を取り入れた授業改善を通して～

7 西小 「わかる・できる」を目指したユニバーサルデザインの授業づくり Ü ＩＣＴを活用した授業改善を通して Ü

8 今町小 算数科における「分かる！できる！楽しい！」と実感できる児童の育成 ～授業改善の４＋４のチェックポイントとＩＣＴを活用した実践を通して～

9 沖水小 確かな学力の向上を目指す授業づくり　 ～授業改善の４＋４のチェックポイントとＩＣＴを活用した実践を通して～

10 祝吉小 主体的・対話的で深い学びを実現する児童の育成 ～「深い学び」の視点からのＩＣＴのよさを活用した授業改善～

11 志和池小 論理的に思考・表現し、学びを生かす児童の育成 ～ＩＣＴ機器の効果的に活用を通して～

12 丸野小 確かな学力を身に付けた志和池中学校区の児童・生徒の育成 ～特別支援教育やユニバーサルデザインの視点を踏まえた授業づくりを通して～

13 庄内小 学習の学びを生かして、課題（問題）を解決できる児童生徒の育成 ～国語力を生かした授業改善の工夫～

14 菓子野小 学習の学びを生かして、課題（問題）を解決できる児童の育成 ～「読み取る力」「表現する力」の向上を目指した授業改善を通して～

15 乙房小 学習の学びを生かして、課題（問題）を解決できる児童の育成 ～国語科における、主体的・対話的で深い学びの授業実践を通して～

16 西岳小 確かな学力を身に付けた児童の育成 ～少人数での効果的な指導方法について～

17 吉之元小 確かな学力を身に付けた児童生徒の育成 ～ICTを活用し、子どもが主役になる算数科の授業づくり～

18 夏尾小 確かな学力を身に付けた児童・生徒の育成 ～思考力・判断力・表現力を育成するための指導の工夫を通して～

19 御池小 ー ー

20 梅北小 基礎・基本を身に付け、主体的に表現するけやきっ子の育成 ～ICTを効果的に活用した児童が主体となる算数科の授業づくりを通して～

21 安久小 確かな学力を身に付けさせるための学習指導の工夫・改善 ～算数科におけるＩＣＴを活用した授業づくりと個別最適な学びの充実を目指して～

22 川東小 主体的に学び、自分の考えを伝えることのできる子どもの育成 〜児童が「分かる」「できる」を実感できるICTのよさを生かした授業づくりを通して〜

23 明和小 全ての子どもたちが安心して学び、学力形成できる学級・授業づくり ー

24 山之口小 「分かった・できた」を実感し、児童生徒が主役になる授業づくり ～自分の考えをもち、伝え合う・学び合う活動を通して～

25 麓小 「分かった・できた」を実感し、児童生徒が主役になる授業づくり ～算数科における授業改善～

26 富吉小 「分かった・できた」を実感し、児童生徒が主役になる授業づくり ～自ら読み、考え、学び合うための指導の工夫を通して～

27 高城小 主体的に学び、確かな学力を身に付けた児童の育成 ～子どもたちが主役の授業創りを通して～

28 有水小 主体的・対話的で深い学びのある授業改善の在り方 基本的な学力を身に付け、将来の夢の実現に向けて努力する児童の育成

29 石山小 主体的に学び、確かな学力を身に付けた児童生徒の育成 ～子どもたちが主役の授業創りを通して～

30 山田小 「わかる」「できる」に喜びを感じ、自ら学ぶ山田っ子の育成 ～教職員間の協働的な学びによる指導の実践をとおして～

31 中霧島小 主体的に読み、伝え合うことのできる児童の育成 ～基礎学力の向上につながる活動を通して〜

32 木之川内小 読み解く力の育成 ～木小スタンダードの追求を通して～

33 高崎小 基本的な学力を身に付け、将来の夢の実現に向けて努力する児童の育成 ～子どもたちが主役になる授業実践を通して～

34 高崎麓小 基本的な学力を身に付け、将来の夢の実現に向けて努力する児童の育成 ～１人１台端末の効果的な活用を通して～

35 江平小 基本的な学力を身に付け、将来の夢の実現に向けて努力する児童生徒の育成 ～主体的に学び合う学習集団の育成～

36 縄瀬小 基本的な学力を身に付け、将来の夢の実現に向けて努力する児童の育成 ～一人一台端末を活用した協働的な学びを通して～

37 姫城中 主体的・対話的に学び、確かな学力を身につけた生徒の育成 ～子どもたちが主役の授業づくりとＩＣＴの効果的な活用を通して～

38 小松原中 全ての子どもが分かる・できる喜びや学びの成果を実感できる授業の在り方 ～主体的・対話的で深い学びを通して～

39 妻ケ丘中 主体的に自分の考えを伝え、共に学び合う児童・生徒の育成 ～デジタルとアナログのベストミックスを目指した授業改善を通して～

40 五十市中 新たな創造の基盤となる確かな学力を定着させる指導の工夫 ～個別最適な学び、協働的な学びを通して～

41 祝吉中 I(Iwayosi)、C(Challenge)、T(Tool)を活用した生徒の「主体的な学び」の実践

42 沖水中 確かな学力の向上を目指す授業づくり ー　ICT活用や思考・判断・表現する活動の充実を通して　ー

43 志和池中 確かな学力を身に付けた志和池中学校区の児童・生徒の育成 ～「分かる！できる！」授業づくりを通して～

44 庄内中 学習の学びを生かして、課題（問題）を解決できる生徒の育成 ～ICT活用とESDを通して〜

45 西岳中 確かな学力を身に付けた児童・生徒の育成 ～「自立した学習者」を目指した指導の工夫・改善を通して～

46 夏尾中 確かな学力を身に付けた生徒の育成 ～個に応じたきめ細かな指導を通して～

47 中郷中 一人一人に「確かな学力」を育む指導の工夫 ～生徒がわかる・できる授業の構築と効果的なICTの活用を通して～

48 西中 確かな学力を身に付ける生徒の育成 ～ICTを効果的に活用した分かりやすく深まる授業の工夫～

49 山之口中 「分かった・できた」を実感し、児童生徒が主役になる授業づくり ～探究（探Q）活動を取り入れた授業を通して～

50 高城中 主体的に学び、確かな学力を身に付けた児童生徒の育成 ～個別最適な学びと協働的な学びを通して～

51 有水中 確かな学力を身に付け、ふるさと有水を愛する人間性豊かな児童生徒の育成 ～効果的なＩＣＴ活用の取組をとおして～

52 山田中 協働的・主体的に学習に取り組む生徒の育成 ～生徒が主役となる授業づくりと実践～

53 高崎中 基本的な学力を身に付け、将来の夢の実現に向けて努力する児童生徒の育成 〜１人１台端末を効果的に用いた、「子どもたちが主役の授業（わ・さ・び）」の構築を目指して〜

54 笛水小中 基本的な学力を身に付け、将来の夢の実現に向けて努力する児童生徒の育成 ～本校の特性を生かした「個に応じた授業改善および家庭学習の指導」を通して～

55 白雲小・中 自ら学習に挑戦する児童生徒の育成 ～学校生活意欲の高まりを目指した個別最適な学びの充実～

令和５年度研究主題一覧



№ 学校名 電話番号 ＦＡＸ番号 所   在   地 校　　長　 教　　頭　 研究主任

1 明道小 ２２－４２９７ ２２－４２５１ 八幡町１２街区４号 後藤　世志哉 宮元　俊行 肥後　裕二郎
2 南小 ２２－３４３０ ２２－３４８４ 姫城町２５街区１７号 大澤津  雄作 渡邉　政彦 大田　晋也
3 大王小 ２３－２４７０ ２３－２４７１ 大王町２０街区１号 小島　敏郎 竹森　文洋 金丸　喜紀
4 東小 ２２－３４８１ ２２－３４８０ 上東町１１街区２０号 荒木　秀一 日髙　真美 嶽野　直樹
5 上長飯小 ２２－０９９１ ２２－０９８４ 上長飯町５３号１番地 大迫　拓也 田中　竜男 宮崎  卓也
6 五十市小 ２２－０４７６ ２２－０４７８ 五十町２２４２番地 福永　弘幸 吉永　尊昭 小西  直也

萱嶋　秀雄

下野　雅代
8 今町小 ３９－０７７６ ３９－０７７１ 今町８９２３番地 福山　勝文 新町  幸子 岩永  三智子

若松　宏一

鍋西　幸治

奈須　利博

江内谷　義郎
11

志和池小 ３６－０５１５ ３６－０６３１ 上水流町１６６６番地 田爪　隆敏 山﨑　克尚 黒岩　光貴
12

丸野小 ３６－０５１７ ３６－０５４６ 野々美谷町２９４１番地 田中　美充 丸目　寛之 享保　健太郎
13

庄内小 ３７－０５２５ ３７－１９２７ 庄内町１２６８０番地 鹿嶋　陽一 大石　哲也 千代反田　智美
14

菓子野 ３７－０５２７ ３７－０５９１ 菓子野町９５５５番地 岩切　基伸 木幡　博史 佐藤　美穂
15

乙房小 ３７－０７０６ ３７－１９２５ 乙房町１７０７番地 細山田　和彦 柚木﨑    誠 片平   愛絵
16

西岳小 ３３－１６０２ ３３－１６２１ 美川町２９２８番地 松田　光司 日髙　昭徳 廣井　伸二
17

吉之元小 ３３－１８００ ３３－１８１４ 吉之元町４５１８番地 新島　浩光 鈴木　弘一 田原　梨絵
18

夏尾小 ３３－１８０２ ３３－１８１２ 夏尾町６６４４番地 岩本　貢慈 川野　 　  徹 下畑　初美
19

御池小 ３３－１８０４ ３３－１８１９ 御池町５８４４番地２９１ － － －
20

梅北小 ３９－４１９５ ３９－４１９４ 梅北町４６８７番地 平部　至識 竹下　龍祐 武永　はるな
21

安久小 ３９－０７０４ ３９－０９１３ 安久町２６４８番地２ 瀬戸山　由香里 日高　   　茂 平松　由季
22

川東小 ２４－１１４８ ２４－１１６４ 下川東２丁目３２９５番地 上渕　清美 黒木　聖雄 二見　祐樹
23

明和小 ２６－４０００ ２６－４００１ 久保原町３４街区２７号 大木場　俊弘 関　　  裕章 下石　暢彦
24

山之口小 ５７－２００５ ５７－２０７６ 山之口町花木２５８０番地 長友　啓倫 宮田　清仁 大城　崇史
25

麓小 ５７－２０２８ ５７－２０７８ 山之口町山之口３８４２番地 内藤　博文 新垣 　美弥子 野村　真紀
26

富吉小 ５７－３１５１ ５７－３６６４ 山之口町富吉１６５９番地１ 溝口　常彦 中山　恵二 江藤　菜織佳
27

高城小 ５８－２３０１ ５８－２９５７ 高城町穂満坊２０番地 光神　秀治 坊薗　泰信 平野　雄大
28

有水小 ５９－９３０６ ５９－９３０８ 高城町有水３３５４番地１ 大野　聡彦 愛甲　雅彦 髙橋　智子
29

石山小 ５８－２３０５ ５８－２８９７ 高城町石山３６６１番地 碇山　浩一郎 川越　次代 穂積　宏幸
30

山田小 ６４－２１０４ ６４－３８０１ 山田町山田３９３１番地 瀬之口　忠二 岡田　新一 多良　祐希
31

中霧島小 ６４－１０１５ ６４－３８０２ 山田町中霧島３４７０番地１ 大塚　   　豊 田中　尚子 福添　晴久
32

木之川内小 ６４－２８１５ ６４－３８０３ 山田町山田９３５０番地 田中　敏雄 安藤　孝治 高山　早紀
33

高崎小 ６２－１２０７ ６２－１２３８ 高崎町大牟田１１７９番地１ 満園　真由美 松元　秀樹 古谷　真唯
34

高崎麓小 ６２－２１２４ ６２－２７９２ 高崎町前田７５８番地 今村　隆行 片平　陽子 成松　尚美
35

江平小 ６２－３７７０ ６２－３７８６ 高崎町江平２３３８番地１ 田口　麻澄 外山　繁 高濵　綾子
36

縄瀬小 ６２－３７７１ ６２－３８４７ 高崎町縄瀬１４１１番地 蓑毛　隆洋 渡瀨　善和 林田　由紀
37

姫城中 ２２－４２８１ ２２－４２８７ 姫城町２５街区７１号 島㟢  善真理 串間　由香里 江口　まゆ
38

小松原中 ２２－０６４５ ２２－０７０６ 大王町１９街区１号 前田 　  洋 宮田　　守 立元　　瑛
39

妻ケ丘中 ２２－０２８３ ２２－９２３６ 妻ケ丘町１３街区３号 深江　祐史 上德　浩太郎 鬼塚　素子
40

五十市中 ２３－０１２６ ２３－００２３ 久保原町２街区６号 川島　正寛 大隈　岳至 木村　光伸

41 祝吉中 ２２－０６９７ ２２－９２３７ 千町４９６２番地 早﨑　　稔 飯干　智晃 湯浅　琢磨
42

沖水中 ３８－１３３５ ３８－６７６０ 都北町５６１５番地 齊藤　和昭 牧之瀬　　朗 外薗　圭子
43

志和池中 ３６－３０３７ ３６－０５１３ 上水流町４３２３番地１ 清　俊一 假屋　啓一郎 服部　智也
44

庄内中 ３７－０５２６ ３７－０５４７ 庄内町８９７６番地 加藤　正嗣 長友　克憲 牧野　春香
45

西岳中 ３３－１６０１ ３３－１６０４ 美川町２９２７番地 上村　剛史 福松　直樹 外山　晋嗣
46

夏尾中 ３３－１６００ ３３－１６０７ 夏尾町６６７３番地４ 濵川　千春 西村　清美 長倉　恵里子

47 中郷中 ３９－０７０９ ３９－０７９５ 梅北町２９０９番地１ 菊池　真寿美 時任　弘美 藏屋　瑞代
48

西中 ２４－１１２８ ２４－６０３８ 都原町７７０７番地 三浦　徹也 伊地知　憲文 白尾　佳資
49

山之口中 ５７－２００７ ５７－２３０９ 山之口町花木１５３６番地 和田　健 蓮井　伸二 小寺　聡子
50

高城中 ５８－２３０３ ５８－２８２３ 高城町穂満坊１１５番地１ 飯干　裕二 倉田　和也 原田　恵

51 有水中 ５９－９３０７ ５９－９３１２ 高城町有水３６５６－１ 木宮　崇子 西峯　稔 小川　倫史
52

山田中 ６４－２１０５ ６４－３８０４ 山田町山田２１８９番地１ 川越　広幸 松下　幸政 柳衛 　いく子
53

高崎中 ６２－１１０８ ６２－４９６０ 高崎町大牟田１９０４番地１ 枇杷　善彦 日髙　幸浩 杉田　和代

森本　三枝子

森     　 弘晃
55

白雲小・中 ３６－０３９６ ３６－０３９４ 丸谷町３８８番地 堀之内　伸浩 中谷　義治 川原　竜馬

太郎坊町１９７９番地

長谷川　雅一 比江嶋    哲

令和５年度　学校住所等一覧表　

7 西小 ２２－４３１９ ２２－４３５１ 南横市町３８００番地

酒井　昭弘 西山　大地

54 笛水小中 ６２－４６３４ ６２－４６５２ 高崎町笛水９４８番地１ 本田　幸芳 田口　笑里花

祝吉３丁目１４番地１ 坂元　恵美子 井上　岳

9 沖水小 ３８－１３３０ ３８－１３６５

10 祝吉小 ２２－４２９３ ２２－４２５３
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